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はじめましてマジックマニアーズ瀬戸でぇーす 

 

マジックマニアーズ瀬戸 代表 八木 計子 

 

  私が『マジックをやりたい！』そう思ったのは、週に１回、往復４時間も高速道路を走

り、母の介護施設に通い、疲れてしんどくなっていた頃です。たまたま母が入居していた介

護施設で、ボランティア団体のマジックを見せていただき、『今日は楽しかったね～』と二

人で笑顔になれた日のことでした。 

その後、母が亡くなり１年が経った頃、偶然、司会・マジックのプロである「ふしぎ良先

生」に出会い、マジックを教えていただくことになりました。それから今年で、１２年目に

なります。 

今年、４月にマジック仲間と『マジックマニアーズ瀬戸』としてボランティア登録をしま

した。先生にもボランティア仲間として加わっていただいています。 

私と母が笑顔になれたあの日のように『笑顔を届けたい！！』『恩返しがしたい！！』と

思って活動しています。 

マジックマニアーズ瀬戸では、一緒にマジックを学び、活動される方を募集しています。

気軽に無料体験に来て、不思議！を体験してみて下さい。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

鬱蒼カフェ７周年お祝いマジックショーのワンショット      原山台の寿会でマジックショー 

登録ボランティア紹介 マジックマニアーズ瀬戸 
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“こどもふくし体験きゃらばん”について 

  小学生を対象にしたこどもふくし体験きゃらばんを７月２６日と８月２日の２日間で開

催しました。 

  １日目は音訳の活動をしている「瀬戸声のボランティアの会」の皆さんにご協力いただ

き、６名の小学生に音訳体験をしてもらいました。 

  ２日目は知的障がいについて学び、放課後等デイサービスジョブルーツの皆さんとボッ 

 チャを通して、交流を行いました。 

  子どもたちからは、「この２日間で、障害者の大変さや、その補助する人の大変さも分か 

 ったが、その人たちがもっと暮らしやすくなるには、もっと工夫が必要だと思う。」との声 

 がありました。 

  今回は６名の参加でしたが、皆さん目を輝かせて熱心に取り組んでいて一生懸命さが伝

わってきました。来年のこどもふくし体験きゃらばんにはもっと多くの参加を期待してい 

 ます。 

    

 

 

 

 

 

 

❉❉❉ほのぼのボランティアサロン今後の予定❉❉❉ 
日程 場所 時間 体験内容 協力ボランティア 

１０月１２日（水） ２階視聴覚室 
午後 1 時３０分～ 

午後３時 
おりがみを楽しもう 

ボランティア 

コーディネーター連絡会 

１１月１３日（日） やすらぎ会館 
午前１０時～ 

午後２時 
おりがみを楽しもう 

ボランティア 

コーディネーター連絡会 

令和５年 

１月２１日（土） 

２階視聴覚室 

または 

５階大集会室 

午後１時３０分～ 

午後３時 
交流しよう！ 

ボランティア 

コーディネーター連絡会 

 

編集委員 水野・小森・高島です  

最高気温が 30度を超える厳しい残暑が続き、秋本来の快適な爽やかさは 

 どこへやら、地球的規模の気候変動が気がかりです。 

編集だより 

第７波コロナの中で何とか発行することができました。次回もがんばって 

発行したいと思いますので、記事掲載のあるグループの方はよろしくお願い 

いたします。 
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